
 
 

 

    「多様性を重んじ、相手の良さを見る」    大中小学校長 石原 毅 

大好きな、大切な２５名の卒業生を送り出しました。「笑顔」と「仲間の良さを見る」 

ことを大事にしながら、『あふれる笑顔の学校づくり』の中心となった６年生。 

卒業証書授与式で、次のような話をしました（一部抜粋）。 

 

大中小学校全員の自慢であり、憧れでもある６年生が、白鳥中学校でも互いに高め合い、一人一人輝く姿

を期待しています。今後も、保護者の皆様、地域の皆様も、ぜひ応援をお願いします。 

ご理解 ご支援ありがとうございました 

 ２６日に修了式を迎え、本年度も終了します。一年間、本校の教育活動に対しまして、深いご理解、温

かいご支援をいただきました保護者の皆様、地域の皆様に、心よりお礼申し上げます。 

「大中小学校はどんな学校ですか？」と問われたら、「なかよし宣言を大切に、学年や男女関係なく、

全校が家族のように仲が良い学校です」と私は答えます。もちろん、日々の学校生活では、楽しいことや

よいことばかりではなく、我慢することやトラブル・もめごと、悲しい思いになることも起こります。し

かし、それらを一つ一つ乗り越え、よりよい仲間関係を築こうとする素敵な子ども達がいます。この子ど

も達を育てていただいているのは、「大中小学校大好き！」という思いで熱心に活動いただきました藤村

ＰＴＡ会長様をはじめ、温かい保護者の皆様、様々な支援とご協力をいただきました地域の皆様のお力添

えによるものです。一年間、本当にありがとうございました。次年度も、保護者の皆様、地域の皆様の一

層のご理解、ご協力をお願いいたします。 

 大中小学校の一日の生活は、「笑顔」があふれていました。朝の登校。通学班のリーダーとして、

いつも笑顔で気持ちのよいあいさつをしてくれました。低学年の人たちにも、常に笑顔でやさしく

接してくれました。学級での授業や活動、六年生の教室はいつも明るいみんなの笑顔が一杯でした。

笑顔は、どんなことも乗り越えられる、生き抜くパワーの源です。自分にも、相手にも幸せを届け

ます。そんな皆さんの笑顔が、学年や男女関係なく、全校が家族のように仲が良い学校づくりの中

心となりました。  ～ 中略 ～ 

平成が最後となる年に小学校を卒業し、新しい元号で中学校生活を送る皆さん、これからの日本

は、世界は、めまぐるしく変化していきます。ＡＩ化も加速し、人としての根幹が問われます。あ

らゆる生命は、多様性を求め続けることによって、それぞれのかけがえのない命をつなぎ、新たな

可能性を広げてきました。先を見通すことが難しい時代を生き抜く皆さんには、「多様性を重んじ、

相手の良さを見る」という言葉を送ります。詩人「金子みすゞ」さんの「私と小鳥と鈴と」という

童謡に、「鈴と小鳥と それから私 みんな違って みんないい」という一節があります。どんな

時代になっても、一人一人違うそれぞれの特性、立場、良さ、命を尊重し、他者に学び続けていく

ことが、自分自身のよりよい生き方につながります。そして、同じ時代を生きる仲間と互いを尊重

し合い、共に歩むことが、それぞれの充実した人生につながります。これからも成長を続ける皆さ

んを、心から応援します。 

卒業生の皆さん、いよいよ旅立ちです。この大中小学校で積み重ねてきた笑顔で活動する姿勢を

大切に、中学校、さらにその先も、「多様性を重んじ、相手の良さを見る」ことで自ら未来を切り

拓く、そんな皆さんの、今後の活躍と飛躍を期待します。  

学校ニュース ３月 あふれる笑顔！  地域と共に高まる子どもたち 
～ふるさと郡上（白鳥）を愛し、地域と共に生き・高まる学校に～ 

 



６年生に「ありがとうの気持ちを伝えよう」 
 

 ３月１日に「６年生を送る会」と「卒業コンサート」を行い

ました。５年生が中心となり一生懸命計画を立て、１~４年生も

真剣に活動しました。「安心して６年生が卒業してほしい」とい

う思いから、「絶対成功させよう」と頑張りました。アイデアを

出し、取り組んできました。「６年生を送る会」では、在校生が

これまでの感謝の気持ちを思い思いの形で精一杯、卒業生に伝

えました。この取組を成

功させるために、５年生

は全校の先頭に立って、

活動してくれました。もう立派に最上級生としての役割を果たし

ていると思いました。 

６年生もそれに応えるように「卒業コンサート」で見事な合唱

や合奏を披露しました。「みんなを笑顔にしたい」という６年生の

すてきな姿に子どもたちも、職員も、笑顔でいっぱいでした。６年

生の子たちの優しさを感じた時間でした。 

 また、大中小学校で大切にしていきたい「あいさつ」「ニコニコ

言葉」「助け合い」を６年生から５年生に引き継ぐセレモニーも行われ、次年度に向けての第一歩が踏み

出されました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

資源回収ご協力ありがとうございます。引き続きご協力お願いいたします。 

 

今年度も資源回収へのご協力ありがとうございました。保護者の皆様、地域の皆様のご協力の

おかげで 83,000円の収益がありました。収益は、プールサイドのパラソル、環境整備等に充てさ

せていただきました。今後も、引き続き資源回収にご協力いただきますようよろしくお願いいた

します。 


